
そこにいる君 

 

誰かを「想う」とき、君は「存在」する。 

そして、冬の木漏れ日のような温もりを感じることだろう。 

ふとした、普通の日常に幸せを実感する。 

出会いの一瞬でも、心が触れ合えば、 

そこには、必然的な縁さえ覚える。 

誰かを想える気持ちの落ち着きは、 

きっと君を癒すだろう。 

身を焦がすような恋愛物語でなくても、 

胸踊る冒険譚でなくても。 

ありふれた日常の物語の中に「存在」する 

君を感じながら、誰かとの出会いを紡いでいこう。 

書き終えた過去ではなく、今から未来の物語を。 
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